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（１）平成22年3月25日

　２
月
市
会
定
例
会
は
、
平
成

22
年
度
予
算
や
京
都
市
商
店
街

の
振
興
に
関
す
る
条
例
の
制

定
、
市
バ
ス
・
地
下
鉄
事
業
経

営
健
全
化
計
画
の
策
定
な
ど
計

１
２
２
議
案
を
可
決
し
、
３
月

19
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　今
回
の
予
算
で
は
、
不
況
に

伴
う
市
税
の
史
上
最
大
の
減
収

（
１
６
４
億
円
）
や
生
活
保
護

費
な
ど
社
会
福
祉
関
係
経
費
等

の
義
務
的
経
費
の
増
加
に
よ
り

財
政
の
硬
直
化
に
拍
車
が
か
か

り
、
引
き
続
き
危
機
的
な
財
政

状
況
に
あ
る
中
、
人
件
費
の
削

減
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、
行

政
改
革
推
進
債
の
発
行
な
ど
に

よ
り
財
源
を
捻
出
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
戸
籍
事
務
の
電
算

化
な
ど
一
部
事
業
に
つ
い
て
年

次
計
画
を
見
直
し
、
一
時
凍
結

を
行
う
一
方
で
、
保
育
所
や
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
社

会
福
祉
施
設
の
整
備
を
は
じ
め

重
要
度
が
増
し
て
い
る
施
策
に

つ
い
て
、
で
き
る
限
り
の
予
算

確
保
に
努
め
た
ほ
か
、
産
業
・

観
光
の
活
性
化
や
新
た
な
京
都

の
魅
力
創
出
に
資
す
る
事
業
に

つ
い
て
も
積
極
的
に
予
算
化
す

る
な
ど
、「
生
活
安
心
・
未
来

へ
の
ト
ラ
イ
予
算
」
と
し
て
編

成
し
た
今
回
の
予
算
を
自
民
党

市
会
議
員
団
と
し
て
も
一
定
評

価
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、「
門
川
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
総
仕
上
げ
に
向
け
て
更
に

前
進
す
る
予
算
」
と
し
て
、
特

に
４
点
（
別
表
の
通
り
）
に
重

点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
重
要
施
策
の
多
く
は
、

自
民
党
市
会
議
員
団
が
昨
年
10

月
に
門
川
市
長
に
提
出
し
た

「
平
成
22
年
度
京
都
市
予
算
及

び
今
後
の
市
政
方
針
に
対
す
る

要
望
書
（
要
望
項
目
１
５
７
項

目
）」
の
趣
旨
が
し
っ
か
り
と

反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　京
都
市
会
議
員

の
議
員
報
酬
の

５
％
カ
ッ
ト
を
来

年
度
も
継
続
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し

た
。　こ

れ
は
、
京
都

市
が
平
成
13
年

度
に
財
政
難
か
ら

京
都
市
財
政
非
常

事
態
宣
言
を
発
し

た
こ
と
を
発
端
に

我
々
京
都
市
会
議

員
が
自
主
的
に
削

減
を
年
々
決
定
し

て
き
た
も
の
で
、

　年
間
で
約
３
千

９
０
０
万
円
の
節

減
に
な
り
ま
す
。

り
、
引
き
続
き
危
機
的
な
財
政

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
社

積
極
的
に
生
活
安
心
を
支
え
る

積
極
的
に
生
活
安
心
を
支
え
る

福
祉
、子
育
て
重
視

議員報酬の削減継続

1兆6,554億円

雇
用
、環
境
、ま
ち
づ
く
り

　４
面
に
自
民
党
市
会
議
員
団
が

各
行
政
区
別
に
取
り
組
み
、
実
現

さ
れ
た
21
年
度
の
主
な
施
策
と
事

業
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　自
民
党
京
都
市
会
議
員
団
は
、
厳
し
い
京
都
市
財
政
で
は
あ

り
ま
す
が
、
選
択
と
集
中
の
中
、
将
来
を
洞
察
し
持
続
可
能
な

安
定
し
た
行
財
政
運
営
が
行
わ
れ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
、
市
民
福

祉
の
向
上
に
貢
献
で
き
て
い
る
か
見
極
め
、
様
々
な
提
言
を
通

し
、
し
っ
か
り
と
京
都
市
政
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

平成22年度 京都市当初予算

一
般
会
計

　７
６
８
７
億
円

特
別
会
計

　６
１
４
５
億
円

公
営
企
業
会
計

　２
７
２
２
億
円

予算規模内訳

街
路
樹
を
整
備
し
、都
市
緑
化
を
進
め
る

トランジットモール化社会実験時の四条通

4つの重要施策と主な内容
①市民のいのちと暮らし、安心安全を支える施策
　並びに中小企業、地場産業の支援
・保育所、児童館の整備
・介護保険基盤整備助成
・不況対策緊急融資、雇用促進支援融資の創設
・学校施設の耐震化　など

②環境モデル都市としての地球温暖化対策、低炭
　素社会の構築
・地球温暖化対策条例の改正及び新計画の策定
・都市緑化の推進（街路樹整備）
・平成の京町家の普及・促進に向けた住宅建設へ
　の助成　など

③人と公共優先の「歩いて楽しいまち」の実現と
　地下鉄・市バスの利用促進
・四条通トランジットモール化に向けた社会実験
　の実施
・京都駅南口駅前広場の整備計画策定
・観光案内標識アップグレードプロジェクト　など

④未来の京都への先行投資と新たな魅力の創出
・次期京都市基本計画の策定
・山ノ内浄水場跡地活用方針の策定
・無電柱化事業の推進　など

予
算
に
関
し
様
々
な
提
言
も
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井
上
与
一
郎
議
員
（
質
問
）
京

都
市
が
有
し
て
い
る
他
に
類
を
み

な
い
日
本
古
来
の
歴
史
的
・
文
化

的
資
産
の
保
存
･
継
承
、
そ
し
て

わ
が
国
の
文
化
発
展
に
寄
与
し
て

き
た
京
都
の
和
装
産
業
を
は
じ
め

と
す
る
伝
統
産
業
、
無
形
遺
産
で

あ
る
能
楽
や
日
本
舞
踊
、
邦
楽
な

ど
の
振
興
に
積
極
的
に
取
り
組
む

た
め
に
、
法
制
度
や
税
制
上
の
措

置
等
を
国
に
対
し
て
提
案
す
る
な

ど
、
国
に
理
解
と
協
力
を
得
て
諸

課
題
を
克
服
し
な
け
れ
ば
京
都
の

創
生
は
到
底
実
現
し
ま
せ
ん
。
今

後
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る

の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
日
本

の
貴
重
な
歴
史
文
化
都
市
と
し
て

高
い
評
価
を
得
て
い
る
京
都
の
景

観
、
伝
統
、
文
化
を
京
都
市
の
み

な
ら
ず
国
を
あ
げ
て
し
っ
か
り
継

承
・
発
展
さ
せ
、
世
界
に
発
信
す

る
こ
と
が
、
京
都
創
生
の
重
要
な

使
命
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
間
、
産
寧
坂
地
区
を
は

じ
め
と
す
る
無
電
柱
化
の
推
進
や

二
条
城
の
壁
画
修
復
な
ど
の
成
果

を
挙
げ
て
参
り
ま
し
た
が
、
多
く

の
課
題
が
あ
り
、
国
の
更
な
る
理

解
・
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
本
市
の
提
案
を
受

け
て
制
定
さ
れ
た
歴
史
ま
ち
づ
く

り
法
を
有
効
活
用
し
、
更
に
重
点

的
に
取
り
組
む
べ
き
政
策
を
「
国

家
戦
略
と
し
て
の
京
都
創
生
の
提

案
」
と
し
、
国
策
と
し
て
の
取
り

組
み
の
重
要
性
を
訴
え
て
参
り
ま

し
た
。
今
後
と
も
市
民
の
皆
様
を

は
じ
め
オ
ー
ル
京
都
の
力
を
結
集

し
て
、
京
都
創
生
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
市
会
議
員
、
国
会
議
員

の
皆
様
方
に
大
き
な
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
国
に
対
し
て
の
働
き
か

け
を
よ
り
強
化
し
、「
日
本
に
京

都
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」「
世
界

に
京
都
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」
と

誰
も
が
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
取

り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
井
上
与
一
郎
議
員
（
質
問
）
青

少
年
科
学
セ
ン
タ
ー
は
開
設
か
ら

40
周
年
を
迎
え
、
そ
の
老
朽
化
が

懸
念
さ
れ
る
中
、
今
後
の
方
向
性

に
つ
い
て
考
え
る
時
期
に
き
て
い

る
と
考
え
ま
す
。
ご
所
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ

い
。

　
高
桑
三
男

教
育
長
（
答

弁
）
青
少
年

科
学
セ
ン

タ
ー
は
、
子

ど
も
た
ち
の

科
学
へ
の
興

味
・
関
心
を

高
め
る
た
め

極
め
て
重
要

で
あ
り
、
年

間
15
万
人
の

利
用
者
が
訪

れ
、
科
学
に

親
し
む
場
と
し
て
定
着
し
て
い
ま

す
。
更
に
、
市
民
会
議
の
提
言
を

受
け
、
科
学
系
博
物
館
と
の
連
携

を
図
る
協
議
会
や
企
業
・
N
P
O

が
参
画
す
る
京
都
科
学
屋
台
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
設
置
し
、
サ
イ
エ
ン

ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
出
前
講
座

な
ど
、
広
く
科
学
に
接
す
る
機
会

の
拡
充
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
た
、
来
年
度
、
各
分
野
の

専
門
家
で
構
成
す
る
委
員
会
を
設

置
し
、
京
都
な
ら
で
は
の
企
業
・

大
学
が
持
つ
先
端
技
術
等
の
導

入
、
科
学
の
楽
し
さ
や
驚
き
、
発

見
な
ど
体
験
の
拡
充
、
環
境
に
視

点
を
置
い
た
京
都
議
定
書
発
祥
の

地
と
し
て
、
次
代
を
見
据
え
た
科

学
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
を
検
討
し

て
参
り
ま
す
。

　
井
上
与
一
郎
議
員
（
質
問
）「
市

民
ひ
と
り
あ
た
り
の
公
園
面
積
」

が
低
く
、
公
園
整
備
が
遅
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
は
、
市
有
地
を
有
効

活
用
し
、
緑
化
の
拠
点
や
公
園
緑

地
に
整
備
す
る
こ
と
を
積
極
的
に

検
討
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
地
球

温
暖
化
対
策
や
新
景
観
政
策
等
の

推
進
の
た
め
、
新
た
な
「
京
都
市

緑
の
基
本
計
画
」を
策
定
中
で
す
。

新
計
画
で
は
、
緑
地
の
保
全
及
び

緑
化
の
推
進
の
た
め
の
具
体
的
施

策
や
都
市
公
園
の
整
備
方
針
を
定

め
、
市
民
の
皆
様
と
の
共
汗
・
協

働
に
よ
り
、
大
切
な
緑
を
、
つ
く

り
、
守
り
、
育
て
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
市
有
地
の
活

用
は
、
本
来
の
取
得
目
的
や
新
た

な
有
効
活
用
の
方
策
な
ど
、
多
角

的
に
検
討
を
行
い
、
地
元
の
御
要

望
や
関
係
者
の
皆
様
の
御
理
解
と

御
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
公

園
整
備
を
進
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

井
上
与
一
郎
議
員
（
右
京
区
）

市
有
地
有
効
活
用

緑
化
と
公
園
整
備

科
学
セ
ン
タ
ー
の

次
代
の
あ
り
方
は

更
な
る
協
力
を
求
め

伝
統
、文
化
の
継
承
発
展
へ

国
家
戦
略
で
京
都
創
生
を

国
家
戦
略
で
京
都
創
生
を

国
家
戦
略
で
京
都
創
生
を

　
津
田
大
三
議
員
（
質
問
）「
少

子
化
」
と
「
子
育
て
支
援
」
が
一

緒
に
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実

際
は
別
物
で
す
。「
少
子
化
」
の

問
題
は
、
未
婚
・
晩
婚
や
理
想
の

子
ど
も
の
数
が
も
て
な
い
こ
と
で

あ
り
、解
決
に
は
早
婚
の
勧
め
や
、

子
育
て
の
意
義
を
伝
え
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
こ
う
い
っ
た
も
の
は

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
踏
み
込
む
も
の

で
あ
り
ま
す
が
取
り
組
み
を
さ
れ

ま
す
か
。

　
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
少
子

化
傾
向
の
歯
止
め
に
は
、
国
家
レ

ベ
ル
で
の
社
会
福
祉
を
は
じ
め
、

雇
用
、
経
済
、
教
育
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
行
政
分
野
に
わ
た
る
総
合
的

な
対
策
が
必
要
で
あ
り
、
国
に
お

い
て
も
様
々
な
施
策
が
行
わ
れ
て

き
て
い
ま
す
。

　
本
市
は
じ
め
自
治
体
に
お
い
て

も
、
こ
れ
ま
で
か
ら
子
育
て
支
援

を
中
心
に
、
保
健
医
療
な
ど
の
取

り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

少
子
化
対
策
と
い
う
視
点
で
は
、

も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
取
り
組
み

が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お

り
、
例
え
ば
、
結
婚
を
望
む
若
い

世
代
に
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る

な
ど
、
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
取

り
組
み
が
可
能
か
、
今
後
議
論
を

深
め
て
参
り
ま
す
。

（
津
田
大
三
議
員
の
質
疑
３
面
に
続
く
）

「
少
子
化
」議
論
を
深
め
て

「
少
子
化
」議
論
を
深
め
て

「
少
子
化
」議
論
を
深
め
て

「
少
子
化
」議
論
を
深
め
て

津田大三議員の質問項目

・税に関する教育（担税教育）の推進

・子どもの携帯電話の利用環境に
　係る取り組み

・真の少子化対策

・「京都市未来こどもプラン（仮称）」
　の策定

・「子どもを共に育む京都市民憲章」
　の条例化

・「DO YOU KYOTO?」の取り組み

・四条通のトランジットモール化

・市庁舎整備の促進

井上与一郎議員の質問項目

・平成22年度予算編成

・地籍調査事業の推進

・国家戦略としての京都創生

・地下鉄、市バス事業の経営健全化計画

・「歩くまち・京都」総合交通戦略の推進

・市有地の活用による公園緑地の整備

・緑豊かな梅小路公園の再整備

・青少年科学センターの充実

・中山間地域の農業振興

・国道162号の整備

・京北地域の携帯電話用アンテナの設置

津
田
大
三
議
員
（
中
京
区
）

40周年を迎え次代への方向性が求められる青少年科学センター

総合的な対策を
一歩踏み込んだ
取り組みを望む
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　𠮷
井
あ
き
ら
議
員
（
質
問
）
子

ど
も
た
ち
の
道
徳
心
・
規
範
意
識

の
育
成
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
本
市
が
こ
れ
ま
で
実
践
さ

れ
て
き
た
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、

今
後
と
も
、
決
し
て
ぶ
れ
る
こ
と

な
く
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
を
通

じ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

　高
桑
三
男
教
育
長
（
答
弁
）
本

市
で
は
、「
学
校
教
育
の
重
点
」

に
お
い
て
、
道
徳
教
育
の
充
実
を

柱
と
し
て
掲
げ
、
独
自
の
指
導
計

画
を
作
成
し
、
教
員
の
永
年
に
わ

た
る
研
究
・
実
践
の
成
果
で
あ
る

指
導
資
料
集
「
夢
い
っ
ぱ
い
」
等

を
活
用
し
た
指
導
を
進
め
、
道
徳

の
時
間
は
も
と
よ
り
全
教
育
活
動

を
通
じ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
来
年
度
か
ら
実
施
校

を
大
幅
に
拡
大
す
る
小
学
校
５
年

生
を
対
象
と
し
た
１
週
間
の
長
期

宿
泊
体
験
活
動
な
ど
の
取
り
組
み

を
通
し
て
、
豊
か
な
感
性
や
感
謝

す
る
心
を
培
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、「
道
徳
教
育
振
興
市
民
会
議
」

を
設
置
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も

と
に
最
終
提
言
を
ふ
ま
え
、
学
校

と
と
も
に
保
護
者
や
地
域
の
方
が

参
加
す
る
市
民
ぐ
る
み
の
道
徳
教

育
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　𠮷
井
あ
き
ら
議
員（
質
問
）地
元

老
人
ク
ラ
ブ
や「
お
こ
し
や
す〝
や

ま
し
な
〞協
議
会
」に
よ
る
取
り
組

み
、ま
た
、地
元
商
店
街
に
よ
る
京

山
科
な
す
が
モ
デ
ル
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
風
船「
も
て
な

す
君
」。区
民
、地
元
が
一
体
と

な
っ
て
山
科
の
観
光
振
興
に
力
を

注
い
で
お
ら
れ
ま
す
。秋
に
地
元

企
業
や
商
店
街
、行
政
が
協
力
し

て『
山
科
駅
前
陶
灯
路
』を
開
催
さ

れ
て
お
り
ま
す
。 

春
は「
東
山
の

花
灯
路
」、冬
は「
嵐
山
の
花
灯

路
」、秋
の「
山
科
の
陶
灯
路
」を
加

え
、こ
れ
ら
を
ま
と
め「
京
都
の
灯

路
イ
ベ
ン
ト
」と
し
て
、大
々
的
に

開
催
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　細
見
吉
郎
副
市
長
（
答
弁
）「
お

こ
し
や
す
〝
や
ま
し
な
〞
協
議
会
」

の
取
り
組
み
な
ど
地
域
で
の
積
極

的
な
活
動
を
支
援
し
、
こ
れ
ま
で

の
観
光
情
報
誌
等
に
よ
る
情
報
発

信
に
加
え
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
発

行
す
る
案
内
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
へ
の

観
光
情
報
の
掲
載
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
し
て
山
科
の
魅
力
を

伝
え
て
参
り
ま
す
。

　𠮷
井
あ
き
ら
議
員
（
質
問
）「
市

バ
ス
が
廃
止
さ
れ
る
以
前
よ
り
不

便
に
に
な
っ
た
」
と
い
う
お
声
が

後
を
断
た
ず
、
市
バ
ス
が
走
る
行

政
区
で
は
当
然
受
け
ら
れ
る
サ
ー

ビ
ス
も
、
受
け
ら
れ
な
い
事
も
あ

り
ま
す
。
何
よ
り
市
バ
ス
が
廃
止

さ
れ
る
十
数
年
前
に
比
べ
、
地
下

鉄
が
開
通
し
た
現
在
の
方
が
不
便

な
地
域
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
看

過
で
き
ま
せ
ん
。
改
善
を
求
め
ま

す
が
い
か
が
お
考
え
で
す
か
。

　由
木
文
彦
副
市
長
（
答
弁
）
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
民
間
活

力
を
導
入
し
た
バ
ス
停
の
上
屋
整

備
に
つ
い
て
、
現
在
の
市
バ
ス
路

線
の
み
で
は
な
く
、
山
科
地
域
に

お
い
て
も
そ
の
実
現
を
図
り
、
京

阪
バ
ス
や
事
業
者
と
設
置
に
向

け
、
精
力
的
に
協
議
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
平
成
22
年
度
は
、
区

政
策
提
案
予
算
事
業
に
よ
り
、
関

係
部
局
や
関
係
機
関
、
地
元
団
体

な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
交
通
問
題

研
究
会
」
を
設
立
し
、
地
下
鉄
の

増
客
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
視
野

に
、
区
内
の
交
通
問
題
の
解
決
に

向
け
た
対
策
案
を
検
討
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

.

（
津
田
大
三
議
員
の
質
疑
続
き
）

　津
田
大
三
議
員
（
質
問
）
国
が

創
設
す
る
「
子
ど
も
手
当
」
は
一

定
の
理
解
が
で
き
ま
す
が
、
財
源

に
問
題
が
あ
り
ま
す
。
主
旨
か
ら

す
れ
ば
消
費
税
で
賄
わ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
税
控
除
の
廃
止
も
、
税

負
担
の
し
わ
寄
せ
が
誰
に
い
く
か

わ
か
ら
ず
不
公
平
で
す
。
お
か
し

な
政
策
が
出
て
く
る
背
景
に
は
、

税
に
対
す
る
国
民
の
理
解
の
乏
し

さ
に
も
原
因
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。「
子
ど
も
手
当
」
の
よ
う
に

み
ん
な
で
支
え
る
も
の
と
、
高
速

道
路
・
道
路
特
定
財
源
の
よ
う
に

受
益
者
負
担
が
望
ま
し
い
も
の
と

が
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
税
教
育
に
つ
い
て
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
本
市

の
小
中
学
校
で
は
、
社
会
や
経
済

の
仕
組
み
を
学
ぶ
「
ス
チ
ュ
ー
デ

ン
ト
シ
テ
ィ
」「
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

パ
ー
ク
事
業
」、
ま
た
税
務
署
は

じ
め
、
税
務
協
会
や
税
理
士
の
協

力
に
よ
る
「
租
税
教
室
」
な
ど
で

を
通
じ
、
税
の
果
た
す
役
割
等
に

つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。「
受
益
」

と
「
負
担
」
の
在
り
方
を
主
体
的

に
考
え
る
自
覚
を
育
て
る
意
味
か

ら
も
、
一
層
充
実
を
図
る
必
要
が

あ
り
、
そ
の
推
進
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　津
田
大
三
議
員
（
質
問
）
市
庁

舎
の
建
替
え
に
つ
い
て
新
聞
紙
面

に
掲
載
さ
れ
、
様
々
な
意
見
が
出

て
い
ま
し
た
が
、
建
替
え
に
つ
い

て
の
結
論
は
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
何
時
ま
で
も
議
論
を
し
て
も

仕
方
が
無
く
、財
政
の
厳
し
い
折
、

批
判
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今

の
状
況
は
見
過
ご
せ
ま
せ
ん
。
無

駄
か
無
駄
で
な
い
か
は
個
人
に

よ
っ
て
判
断
が
違
い
ま
す
。
最
終

的
に
は
市
長
の
決
断
と
我
々
議
会

の
判
断
だ
と
思
い
ま
す
。
市
長
の

思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　星
川
茂
一
副
市
長
（
答
弁
）
平

成
20
年
11
月
に
、
こ
れ
以
上
先

送
り
せ
ず
実
現
に
結
び
つ
け
る
と

い
う
方
針
の
も
と
、
市
庁
舎
整
備

懇
談
会
を
立
ち
上
げ
、
精
力
的
に

議
論
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
、
21
度
末
に
ま
と
め

ら
れ
る
予
定
の
懇
談
会
提
言
を
踏

ま
え
、
22
年
度
に
は
整
備
計
画
を

確
定
し
、
基
本
計
画
の
策
定
等
に

つ
な
げ
て
参
り
ま
す
。

スチューデントシティで社会を体験、仕組みを学ぶ子どもたち

京山科なすがモデルのマスコット風船「もてなす君」

市
庁
舎
建
て
替
え

結
論
を
急
ぐ
必
要

山
科
区
内
の
交
通

利
便
性
の
向
上
を

山
科
の
観
光
振
興

陶
灯
路
大
々
的
に

税
に
関
す
る
教
育

（

担
税
教
育
）の
充
実

代 表 質 疑 ２　　月
定例市会道

徳
教
育
の
推
進
・
充
実

道
徳
教
育
の
推
進
・
充
実

道
徳
教
育
の
推
進
・
充
実

全
教
育
活
動
通
じ
て

独
自
の
指
導
計
画
で
充
実

𠮷
井
あ
き
ら
議
員
（
山
科
区
）

𠮷井あきら議員の質問項目

・生活保護の実施体制の整備

・生活保護の被保護者への就労支援等

・障害者の就労支援

・保育料の改定

・循環型社会推進基本計画

・道徳教育の推進

・山科の観光振興

・山科地域の交通問題
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環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。

地
域
に
密
着
、実
現
し
た
主
な
施
策
と
事
業

〒604-8571京都市中京区河原町御池
自民党京都市会議員団
jimin3@nifty.com　FAX.257-3091 皆さんのご意見・ご要望をお寄せ下さい

21
年
度

各行政区選出の自民党市会議員は、地域に密着した様々
な事業を実現してまいりました。今後とも、地域の皆様の
ご要望にお応えできるよう取り組んでまいります。

自民党が取り組む！

行
政
区
別

髙橋泰一朗 繁　隆夫 橋村芳和
▼京阪本線淀駅付近の下り線高架化完成
▼伏見区総合庁舎オープン
▼伏見地域介護予防センター開設

▼放置されている空家対策
▼本町通（七条通以南）の
　バリアフリー化と歩道確保
▼歩いて楽しい東大路通
　歩行空間創出事業

▼桂徳児童館整備
▼松尾駅自転車等駐車
　場（仮称）供用開始予定
▼バス停（境谷大橋）の
　利用改善

伏
見
区

井上与一郎 田中英之 山元あき.
▼JR嵯峨嵐山南口駅前広場の公衆トイレの新設
▼京都市太秦児童館の移転整備
▼七条通～葛野西通の整備

右
京
区

小 林 正 明 加地　浩 山 本 恵 一
▼御薗橋架け替え工事と御薗橋西詰五差路及び
　上賀茂神社への周辺道路整備
▼西賀茂自転車駐車場供用開始
▼雲ヶ畑マップ・観光案内図版設置

北 

区

西京区

東
山
区

内海貴夫

▼京都市消防活動総合センター
　の運用開始
▼春日公園開園（再整備）
▼唐橋児童館開園

南 

区

田中セツ子

▼七条第三児童館開館
▼歩いて！下京スタンプラリー＆
　下京門前町ルネッサンス
▼梅小路公園野外ステージ完成

下
京
区

下村あきら

田中明秀 西村義直

▼京都観光一日乗車券
　【山科・醍醐拡大版】発行
▼西野児童館開館
▼京都・やましな観光
　ウィーク「恋の地・平安
　浪漫（ロマン）の路（みち）
　in勧修寺（かじゅうじ）・
　随心院（ずいしんいん）」
　の実施

山科区

富　きくお 𠮷井あきら

▼世界遺産・二条城
　ウエディング開催
▼御射山公園地下自転車等
　駐車場供用開始
▼京都堀川音楽学校開校

中京区

加 藤 盛 司 津 田 大 三

▼北白川・修学院第二・
　明徳児童館開館
▼新左京区総合庁舎の
　建設工事着工
▼幡枝御反田・洛北第三
　地区３号公園完成

左京区

巻 野 　 渡 大 西 　 均

▼撮っておき上京！～私の
　選んだベストプレイス～
　（上京区散策マップの作成）
▼総合庁舎整備基本計画
　策定
▼歴史的街並再生事業
　（上七軒歌舞練場改修）

上京区

中村三之助 寺 田 一 博

おかげさまで議員団ニュース30号 これからも皆様に自民党市会議員団の調査
活動報告をわかりやすくお伝えいたします。




